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目的　 暖 色系 の色は暖かいイメ ージを 与え、 寒色系 の色が冷た いイメ ージを与 えるよう

に、 色は視 覚以 外の感覚にもさ まざ まな作用を 与え、 こ の作用は 色の共感覚的効 果とし て

知 られてい る。 本研究では、 比 較的 明確な共感覚的 作用 をもつ単 色あ るいは２色以 上の配

色を選択し、 こ れらの色の与 える共 感覚的作用 が提 示形態（ 円形 と被服 スタイ ル ）によっ

て どのよう に異なるかを測定し た。

方法　 ５ 項目の共感覚的作用 、「活 動的」、「ハイセ ンス」、「重量感 」、「安定感」、「派手」を与

える単色あ るいは２色以上の 配色を 取り上げ、 各項 目について、 もっともその 作用の強 い

色あるい は色の組み合わせか ら、 もっともそ の作用 が弱いと 考えられる色あ るいは色の 組

み合わせ まで５種の提示試料（ 円形お よび被 服スタイル ）を 作成した。　各項目 の円形、 被

服スタイ ル別にそれぞ れ５種 の試料の共感覚 的作用 の強さ にし たがって順位づ けを行い、

ケンドー ルの一致性の係数(  w  ) を算出し た。 また、 各対象 者による円形と 被服 スタ イル

について の順位づけの関連性 は、 スピ アマン の順位相関係数（r  s）によって 検討した。

結果　 「 活 動的」、「重量感」、「派手」の共感 覚的作用につ いて は、 円形、 被 服スタイ ルと

もに Ｗが比較的大きな 値を示し、 一致した判 定が行われて いること がわかっ た。「安定感 」

について は、 両者とも Ｗは小 さく、 「 ハイセ ンス」について は、 円形では小 さく、 被 服ス

タイ ルでIは比較的大き な値を 示した。　各対象 者による円形 と被服 スタ イルの順位づけ の相

関（r  。）もほぼ同じ傾向を示し、「活動的」、「重量感」、「派手 」が大きく 、「ハイセン ス」、「安定

感} は比 較的小さい結 果を 与えた。
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目的：ファッションの多様化，複雑化の中で被服の図柄に関する考察は重要である。今回，前報にひき続いて被服の図柄の基礎的課題と

して縞柄の見えについて電子シャッタ- 式タキストスコープを用いて，縞柄の色・太さ・方向の変化について検討した。サンプルは，斜め

方向の縞柄である。

方法：サンプルは，黒・赤・緑・青の４色の色紙（日本色彩研究所製作）をもとに作られた「太」「細」の２種類の太さk:よる縞柄を，

斜方向線（左下・右下方向）に構成した計16種類のパターンを35叩カラースライドにしたものである。実験は，これらの刺激を用いて,   1

msecより30insecまで, 10種類の露出時間による考察を行った。

結果：色についての判断は露出時間に伴って改善されたが，刺激の色によって判断に差がみられた。すなわち ，黒と赤と緑は露出時間が

5iiisecの段階より正答率が高く，露出時間の増大に伴う判断の変化はほとんど認められなかった。それに対して，青は短い露出時間では誤

答数が多 く，露出時間の増大に伴って誤答が顕著に減少した。そして，各色とも露出時間I5≪isecから４つの色の間で判断の成績に差異がな

くなった。太さと方向については，露出時間が最も短いliasecの段階で，a とんど正答で，露出時間の増大に伴う判断の変化はほとんど認

められなかった。しかし，判断が困難であった青については，露出時間が1 ～llMsecの間の条件下では, 細縞より太縞の誤答率が少ないの

が目立った。


